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講  評 
ルービックキューブの解法の手数や時間がキューブの個数にだいたい比

例することを突き止めています。専門家でもその解法の手数を与える公式を

正確に書き下すことは難しく，その値がおよそ何次関数で表されるか（オー

ダー）を考えます。自分がするとこうなるという実験結果に基づく粗い議論

ですが，専門家が行うオーダーの評価と同じ着想に至っている点は高く評価

できます。 
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